
日
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
る
タ
イ

の
洪
水
被
害
。
熱
帯
低
気
圧
と

モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
に
よ
り
７
月
下
旬
か

ら
続
い
て
い
る
大
雨
が
原
因
で
、洪
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
の
だ
。

そ
の
被
害
は
、北
部
・
中
部
地
方
を
中
心

に
広
い
範
囲
に
及
び
、徐
々
に
南
下
。チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
の
増
水
と
大
潮
の
時
期

が
重
な
り
、河
川
か
ら
の
大
量
の
水
が
首

都
バ
ン
コ
ク
に
ま
で
達
し
、市
内
の
一
部

地
域
も
冠
水
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
タ

イ
全
域
で
5
6
4
人
、被
災
者
数
は
２
１

５
万
人
に
上
っ
て
い
る（
11
月
15
日
現

在
）。

　
こ
の
影
響
は
、タ
イ
に
進
出
し
て
い
る

多
く
の
日
本
企
業
に
も
及
ん
で
い
る
。
世

界
遺
産
の「
古
都
ア
ユ
タ
ヤ
」が
あ
る
ア
ユ

タ
ヤ
県
を
中
心
に
、バ
ン
コ
ク
郊
外
の
多

く
の
工
業
団
地
が
冠
水
。
被
災
し
た
日

本
企
業
の
工
場
は
４
０
０
社
以
上
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
日
本
は
、３

０
０
０
万
円
相
当
の
緊
急
援
助
物
資（
テ

ン
ト
や
浄
水
器
な
ど
）に
加
え
、２
５
０
０

万
円
相
当
の
緊
急
援
助
物
資（
ボ
ー
ト

用
の
船
外
機
、仮
設
ト
イ
レ
、ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
）を
10
月
21
日
ま
で
に
供
与
。
ま

た
、被
害
状
況
を
よ
り
詳
し
く
調
査
す
る

た
め
、10
月
19
日
、現
地
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
調

査
団
を
派
遣
し
た
ほ
か
、東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）の
ス
リ
ン
事
務
局

長
か
ら
の
要
請
を
受
け
、同
日
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
よ
る
洪
水
被
害
調
査
チ
ー
ム
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
専
門
家
が
合
流
し
て
い
る
。

　
ま
た
10
月
20
日
、山
根
隆
治
外
務
副
大

臣
は
ウ
ィ
ラ
サ
ッ
ク
・
フ
ー
ト
ラ
ク
ン
在

京
タ
イ
大
使
と
の
会
談
の
中
で
、「
タ
イ

の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
さ
ら
な
る
支
援

連

タイで甚大な
洪水被害が発生
日本が緊急支援

ODA改革

タイ

を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
表
明
。工
業
団
地

が
被
災
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、日
系
企

業
へ
の
配
慮
を
依
頼
し
た
。こ
れ
に
対
し

て
ウ
ィ
ラ
サ
ッ
ク
大
使
は「
こ
れ
ま
で
に
日

本
か
ら
送
ら
れ
た
緊
急
援
助
物
資
は
非

常
に
役
に
立
っ
て
い
る
」と
謝
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
、「
タ
イ
政
府
と
し
て
も
、日
系

企
業
を
含
め
た
被
災
企
業
が
可
能
な
限

り
早
く
操
業
を
再
開
で
き
る
よ
う
な
措

置
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
両
国
間
で

協
力
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

　
そ
の
後
日
本
は
追
加
支
援
と
し
て
、10

月
26
日
以
降
次
々
と
国
際
緊
急
援
助
隊

専
門
家
チ
ー
ム
を
派
遣
。バ
ン
コ
ク
市
内

の
地
下
鉄
施
設
、上
水
道
施
設
、空
港
施

設
の
洪
水
時
の
運
転
・
維
持
管
理
方
法

に
つ
い
て
、各
分
野
２
人
の
専
門
家
が
指

導
・
ア
ド
バ
イ
ス
に
当
た
っ
て
い
る
ほ
か
、

河
川
の
氾
濫
水
を
効
果
的
に
排
水
す
る

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
ぜ
必
要
な

の
？
」

　
そ
ん
な
疑
問
に
応
え
る
べ
く
、こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
い
目
で
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）を
審
査
し
て
い
く
た
め
、外
務

省
は
８
月
、「
開
発
協
力
適
正
会
議
」（
座

長
：
小
川
英
治
・
一
橋
大
学
副
学
長
）を

発
足
さ
せ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
の
た

め
、調
査
を
行
う
前
の
段
階
で
、関
係
分

野
の
知
見
を
持
つ
外
部
の
有
識
者
と
意

見
交
換
を
行
い
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
り
効

果
的
な
実
施
と
透
明
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

　
10
月
23
日
、こ
の
第
１
回
会
合
が
外
務

省
で
開
催
さ
れ
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、経
済
界
、学

会
、言
論
界
か
ら
６
人
の
専
門
家
が
集
ま

り
、５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

　
こ
の
会
議
が
設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、

昨
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
最
終
と
り
ま
と
め
」

の
中
で
、戦
略
的
・
効
率
的
な
援
助
の
実

現
に
向
け
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
左
図

参
照
）に
第
三
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

説
明
責
任
を
向
上
さ
せ
て
い
く
点
が
記

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

で
開
発
途
上
国
か
ら
多
く
の
支
援
や
お

見
舞
い
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、日
本
の
援

助
は
国
際
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、国
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、O
D
A
を
継
続
・
強
化
し
て
い
く
に

は
、事
業
の
透
明
性
向
上
と
継
続
的
な

改
善
を
よ
り
一
層
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
会
議
は
四
半
期
に
一
度
を
め
ど
に
開
催

さ
れ
る
予
定
。議
論
の
内
容
は
外
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
ofa.go.

jp/m
ofaj/gaiko/oda/about/kaik

a
ku
/te
kise

i_k/

）で
誰
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ

た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
車
チ
ー
ム
を
派
遣
し

た
。ま
た
11
月
1
日
に
は
、復
旧
、被
災
者

支
援
と
し
て
、
10
億
円
を
上
限
に
緊
急

無
償
資
金
協
力
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。

　
今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、タ
イ
政
府
や
国
民
か
ら
多
大
な

寄
付
金
や
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、被
災
し
た
福
島
県
に
は
小
児

科
医
を
派
遣
。さ
ら
に
、日
本
国
内
の
電

力
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、約
24
万
戸
の

電
力
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
発
電
機（
２
機
）を
最
長
５
年
間
、

無
償
で
東
京
電
力
に
貸
与
し
て
く
れ
た

の
も
タ
イ
だ
っ
た
。

　〝
支
え
、そ
し
て
支
え
ら
れ
る
関
係
〞に

あ
る
両
国
。
今
後
も
日
本
は
、タ
イ
側
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
支
援
を
積
極
的
に
検

討
・
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

ODA改革

日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
的
な

復
興
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た「
平

成
23
年
度
第
三
次
補
正
予
算
案
」が
10

月
末
、国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、外
務
省
は「
防
災
分
野
に

お
け
る
国
際
協
力
促
進
」の
た
め
42
億
円

を
計
上
。
震
災
の
経
験
や
復
興
の
過
程

で
得
ら
れ
た
教
訓
を
国
際
社
会
と
共
有

し
て
い
く
た
め
、政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）を
通
じ
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
環

太
平
洋
諸
国
に
対
し
、地
震
や
津
波
対

策
の
た
め
の
防
災
関
連
機
材
を
供
与
す

る
と
と
も
に
、特
に
災
害
に
対
し
て
脆
弱

な
開
発
途
上
国
の
防
災
分
野
に
か
か
わ

る
人
材
の
育
成
を
支
援
し
て
い
く
。そ
の

一
例
と
し
て
、デ
ー
タ
配
信
シ
ス
テ
ム
と

地
震
計
な
ど
を
設
置
し
、地
震
の
規
模
や

震
源
を
即
時
に
解
析
す
る
こ
と
で
、被
災

国
の
震
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
の
津

波
予
測
な
ど
に
も
役
立
て
て
い
く
計
画

だ
。

　
ま
た
外
務
省
は
、被
災
地
支
援
と
し
て

53
億
円
を
計
上
。
被
災
地
の
中
小
企
業

が
操
業
を
開
始
し
つ
つ
あ
る
こ
の
時
期
を

逸
し
な
い
形
で
、風
評
被
害
の
払
し
ょ
く

に
加
え
、被
災
地
域
の
復
興
と
日
本
経

済
全
体
の
再
生
に
向
け
、Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用

し
て
日
本
製
品
の
安
全
性
や
優
位
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、被
災
地
産
品
の
海
外
へ
の

販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。
一
例
と
し
て

は
、被
災
地
の
水
産
加
工
品
や
中
小
企
業

に
よ
る
工
業
用
品
を
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
供
与
し
、経
済
社
会
開
発
を
促

進
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
さ
ら
に
、国
際
協
力
分
野
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
東
北
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活
動

（
左
図
参
照
）に
資
金
を
供
与
し
、被
災

地
の
復
興
に
向
け
、き
め
細
か
な
支
援
も

後
押
し
し
て
い
く
。

多数の日系企業も被災

バンコクの玄関口スワンナプーム国際空港を視察する国際緊急
援助隊専門家チーム

「開発協力適正会議」

より戦略的・効果的な
ODAを実施するために

第三次補正予算

東日本大震災からの
復興に向けた国際協力

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

東

■PDCAサイクル

■国際協力ＮＧＯの主な被災地支援（9月現在）

被災地で生産された工業用品などを途上国に送り、貧困削
減や経済社会開発を促進していく予定

ODAでセネガルに小学校を建設。完成を喜ぶ子どもたち
（撮影：今村健志朗）

プロジェクトの形成・実施・評価・フォローアップ活動のプロ
セスを繰り返すことで、事業の継続的な改善を図る手法

■洪水被害の発生地域

出典：日本貿易振興機構ホームページ

（2011年11月15日時点）
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岩手県

岩手県

岩手県釜石市、
大船渡市、陸前高田市

岩手県陸前高田市、
気仙沼市、大船渡市、
その他沿岸部

岩手県大槌町

岩手県沿岸部

岩手県、宮城県

宮城県石巻市

宮城県南三陸町

福島県

福島県、岩手県、宮城県

ＢＨＮテレコム支援協議会

難民支援協会

ピースウィンズ・ジャパン

日本国際民間協力会

グッドネイバーズジャパン

国境なき子どもたち

セーブ・ザ・チルドレン・
ジャパン

ジェン

アジア協会アジア友の会

アドラ・ジャパン

難民を助ける会

バンコク

アユタヤ県


